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	 分子神経科学研究センターは、平成元年６月に「分子神経生物学研究センター」として設立され、本
年２５周年を迎えました。この間、分子神経科学研究センターで学んで、医学博士などの学位を取得し
た学生は、６０名を越えます。また、教員として、学生として、共同研究者として、分子神経科学研究
センターで研究を行い、現在、教授として活躍している先生方が、１０名ほどおられます。こうした分
子神経科学研究センターにゆかりのある先生方にも集まって頂き、本年１０月４日に、ロイヤルオーク
ホテルで創立２５周年の記念国際シンポジウムと祝賀会を盛大に開催することができました。これも、
これまで分子神経科学研究センターをご支援してくださった皆様のおかげと深く感謝しております。 
 分子神経科学研究センターの前身である分子神経生物学研究センターは、「先端技術を用いた分子神
経生物学の研究を通して基本的生命現象の解明と難治性疾患の治療・予防等に資する研究を行う」こと
を目的に、１０年の時限付きで平成元年に設立されました。以後、設置根拠法令「国立学校設置法施行
規則第２０条の３」により、学部教育を行わない、研究施設（（大学院の）教育実習施設）として活動
してきました。 
 当初、教授１名、助手１名でスタートしたセンターは、設立まもなく企業による寄附講座を開設する
など、当初から産学官連携研究にも力を注ぎ、少しずつ規模を拡大してきました。平成８年には当時と
しては先駆的な、外国人も含めた学外評価委員による外部評価を実施し、高い評価を得ています。この
間、アルツハイマー病の病因解明につながる脳内免疫炎症の研究や一酸化窒素作動性神経の脳内分布図
の作成、アセチルコリン合成酵素の新しいサブタイプの発見を初めとする多くの研究業績をあげました。
これらの成果を受けて、平成１１年に、「先端技術を駆使した神経科学研究に専従する人材を集結する
ことにより、脳機能およびその老化機構を基礎から臨床医学を含む学際的な研究体制によって解明し、
その国際的発信拠点とする」ことを目的に、１０年の時限付きで分子神経科学研究センターに改組し、
定員も６名から客員教授１名を含め１０名に増員されました。途中、平成１６年に代謝情報制御分野が、
ＭＲ医学総合研究センターとして独立し、定員８名（客員１名を含む）になりました。平成１６年から
滋賀医科大学は独立行政法人化し、大学の運営も基本的に中期計画に沿って行われるようになりました。
分子神経科学研究センターの推進する「神経難病研究」も滋賀医科大学の重点研究のひとつとしてとり
あげられ、以後、滋賀医科大学の中期計画、年度計画に従って活動をしています。 
 平成２１年３月には２回目の時限を迎えました。「全学的に神経難病研究者が結集できるような新し
い仕組みを作る」という考えのもと改組が行われ、神経難病研究推進機構・分子神経科学研究センター
として、「神経難病研究を全面に打ち出し、サルを用いた研究など滋賀医大の特色を生かした組織」と
して新たにスタートを切りました。神経難病研究推進機構には、「動物生命科学研究センター」、「MR
医学総合研究センター」をはじめとする学内の組織や、国内外の研究組織とも活発な共同研究を行い、
センターのみならず大学全体の神経研究の活性化と世界レベルの貢献を目指す意図が込められていま
す。 
 本冊子は、分子神経科学研究センター２５周年を記念して作成したものです。分子神経科学研究セン
ターの創立から２５年の歩み、１０月４日に開催された創立２５周年記念国際シンポジウムと祝賀会の
様子、そして５年前に神経難病研究推進機構・分子神経科学研究センターに改組してから最近までの活
動内容・業績を掲載しています。 
 高齢化を迎えている日本では、認知症をはじめとする神経難病患者数が、増加の一途をたどっていま
す。分子神経科学研究センターは、学内の組織や、国内外の研究組織とも協力して、神経難病の解決に
向けて研究を推進していきます。今後とも、皆様のご支援のほどをどうぞよろしくお願い申し上げます。. 
 
平成25年12月24日(December 24, 2013) 

分子神経科学研究センター・センター長 遠山育夫 
Ikuo Tooyama, Director, Professor 

	 

	 	 

巻頭言  (Preface) 
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第一部	 分子神経科学研究

センターの２５年間の歩み 

 

 

	 

神経難病研究推進機構・分子神経科学研究センター（Research Promotion Organization for Intractable 
Neurological Disease, Molecular Neuroscience Research Center, 略称 MNRC）は、その前身である分子
神経生物学研究センター（1989年 -1999年）、分子神経科学研究センター（1999年- 2009年）を引き継
ぎ、再編と拡充を行い2009年4月1日に設立された。このセンターの目的は、先端技術を用い国際共同研
究を推進し、身体の神経統御機構とその病理機序を解明することにより、神経難病の克服等に資するこ
とである。  

	 

1989年 6月28日 滋賀医科大学に分子神経生物学研究センター設立 
  神経形態学部門（木村宏 教授、遠山育夫 助手）開設 
1991年 1月 1日 神経化学部門（花井一光 助教授、楊建国 助手）開設 
1992年 6月28日 分子神経生物学研究センター竣工 
1993年 4月 1日 生体機能学部門（犬伏俊郎教授、森川茂廣助教授）開設 
1999年 4月 1日 分子神経科学研究センター設立 (分子神経生物学研究センターの改組)  
  ５研究部門開設 
2004年 4月 1日 代謝情報制御部門がMR医学総合研究センターとして分離独立し４部門化 
2009年 4月 1日 神経難病研究推進機構・分子神経科学研究センター５研究分野として改組 

  センター長 木村 宏教授 
2010年 4月 1日 センター長 遠山育夫教授 
2011年 6月 1日 神経難病再生学分野を認知症研究分野に改変 
	 

	 

分子神経科学研究センターは、神経難病病因学分野(神経難病を知る)、神経難病診断学分野(神経

難病を見つける)、神経難病治療学分野(神経難病を治す)、神経難病モデルサル開発分野(神経難病

を作る)の４分野に認知症研究分野（認知症を解決

する）を加えた５分野から構成されている。この5

分野は研究のみならず、大学院教育	 (神経難病を教

える)を積極的に担っている。さらに、動物生命科学

研究センター、MR医学総合研究センターなどの学内
組織や国内外の組織と共同で神経難病研究を推進す

る目的で、神経難病研究推進機構を設置している。	 
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 分子神経科学研究センターの歴史について、お話させて頂きたいと思います。 
「分子神経科学研究センター」は、1989年（平成元年）6月28日に「分子神経生物学研究センター」と
して設立されました。その後、平成の年号とともに歴史を重ね、平成25年の今年は25周年になります。 
 設立時の学長が佐野晴洋先生で、新設医科大学で最初に設置された研究センターということで、大変
喜んでおられました。当時の総理大臣が、滋賀県出身の宇野宗佑先生で、滋賀医科大学に来られて、分
子神経生物学研究センターを見学されたこともありました。分子神経形態学部門、分子神経化学部門そ
して寄付講座の分子生命動態学部門の3部門が設置されました。分子神経形態学部門に木村宏教授と私
（遠山育夫）が着任し、分子生命動態学部門に犬伏俊郎教授と森川茂廣助手（現看護学科教授）が就任
されました。２年後、分子神経化学部門に花井一光助教授と安原治助手が着任されました。今、花井一
光先生は京都府立医科大学の教授として、安原治先生は滋賀県立大学の教授としてご活躍です。 
 
  

 

 

 
 
滋賀医科大学に分子神経科学研究センター（分子神経生物学研究センター）が開設されて、今年で25

周年を迎えました。 
開設当初から分子神経科学研究センターで研究に従事し、平成22年からセンター長を務める遠山育夫

教授がセンターのこれまでの歩みについて紹介します。これは、平成25年10月４日に滋賀県大津市のロ
イヤルークホテルで開催された創立２５周年祝賀会の席上、遠山育夫教授より紹介した内容を一部改変
したものです。 
 
 
 
 
  



― 6 ― ― 7 ―

 

 

 
 これは滋賀医科大学開学30周年の時に、滋賀医科大学で最も引用された論文を調査したものです。そ
の1位が、木村宏前センター長とSteven R Vincentブリティッシュコロンビア大学教授がNeuroscience
誌に発表した「一酸化窒素作動性神経の脳内分布図」に関する論文です。当時、吉川隆三滋賀医科大学
長から表彰を受けました。注目すべきは、この仕事がブリティッシュコロンビア大学ではなくて滋賀医
科大学で行われたと言う点です。Steven R Vincent准教授（現教授）が、客員研究員として滋賀医科大
学に3ヶ月間滞在し、木村宏教授とともに研究を行って論文を完成させました。 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1992年（平成4年）7月20日に、現在の研究センターの建物が完成しました。それまでは、実験実習
支援センターの部屋の一部をお借りして研究を続けておりました。上にセンターの当時の写真を示しま
すが、右から木村宏教授、Tindaro G Rendaローマ大学解剖学講座教授、安部弘道大学院生、そして私
（遠山育夫）です。 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 1993年（平成5年）4月1日には、寄付講座だった分子生命動態学部門が正式な講座になりました。

分子生体機能部門が設立され、犬伏俊郎先生が正式な教授に、森川茂廣先生が助教授に就任し、核磁
気共鳴（MR）画像法を使った先進的な研究が加速することになりました。 
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 これらの業績が文部科学省にも認められ、10年後の改組にあたって定員を６名から10名に増やすこと
が出来ました。1999年（平成21年）4月1日に、名前を分子神経科学研究センターに変え、研究部門を３
部門から５部門へ増やして、新たなスタートを切りました。研究部門の名称も新しいものとし、システ
ム脳機能分野、代謝情報制御分野、神経遺伝子解析分野、神経細胞動態分野、脳疾患基礎分野が出来ま
した。この時の改組にあたっては、いくつかの新しい取り組みを行っています。まず、当時としては珍
しい任期制教員制度を取り入れました。任期制教員として西村正樹助教授が着任、そして藤巻厚一郎助
手が着任しました。また西村正樹助教授は、教授の下ではなく独立助教授として、自らの発想とリーダ
ーシップのもとに研究ができるポジションとしました。これも当時としては画期的な試みでした。次に、
外部の優秀な研究者を招へいする客員教授を設置し、加藤進昌東京大学精神科教授を招へいしました。
加藤進昌先生は、後に東京大学附属病院長になられた方です。 
  

 

 

  
 

 
 
  

分子神経科学研究センターは、これまで先進的な取り組みをしてまいりました。まずは外国人教員の
採用です。1993年（平成5年）にNature誌に広告を出し、オーストラリアに在住していた中国系の楊先
生を助手として採用しました。当時、在日韓国人の先生はおられましたが、それ以外では滋賀医科大学
で最初の外国人教員だと思います。次に、外部評価の導入です。1995年（平成７年）に滋賀医科大学で
最初の外部評価を行いました。この時には、カナダ・ブリティッシュコロンビア大学のPatrick L McGeer
教授、アメリカ国立衛生研究所（NIH）のEdith D Becker博士、ローマ大学のTindaro G Renda教授、
Vittorio Erspamer名誉教授など、著明な外国人研究者にも評価委員に加わって頂きました。ペンシルベ
ニア大学の米谷教授、京都府立医科大学の栗山学長、理化学研究所の飯塚先生、九州大学名誉教授の大
村先生方にも加わって頂き、外部評価をして頂きました。当時としては、とても先進的な取り組みだっ
たと思います。 
  

1995年（平成7年）5月	 
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この頃の主な業績としては、木村宏先生と私（遠山育夫）の「末梢型コリンアセチル基転移酵素の発
見」と犬伏俊郎教授、森川茂廣助教授による「移植細胞のMR画像追跡」という研究です。MR画像追跡
の研究は、科学研究費補助金基盤研究（S）を獲得して推進し、数々の業績をあげ、新聞にも報道もされ
ました。 

 

 

 
 
 更に新しい分子神経科学研究センターが始まったということで、国際シンポジウムを毎年一回開催し
ようということになりました。2000年（平成12年）10月２日に最初の分子神経科学研究センター国際シ
ンポジウムを開催しました。この時招へいした方が、アルツハイマー病の原因遺伝子プレセニリンを発
見したカナダ・トロント大学のSt George-Hyslop教授、新潟大学の辻省二教授、そして理化学研究所の
高橋良輔先生です。辻省二先生はこの後、東京大学神経内科の教授に、高橋良輔先生は京都大学神経内
科の教授になられました。そこで、分子神経科学研究センターのシンポジウムに呼ばれた方は出世され
ると言われるようになりました。それ以降、現在までに国際シンポジウムを17回開催しました。日本人
の招待者は25名ですが、海外からの招待者は計33名（カナダ12名、米国９名、ドイツ４名、マレーシア
３名、オーストラリア２名、スペイン１名、イタリア１名、オランダ１名）に上ります。分子神経科学
研究センター国際シンポジウムは、現在も続いています。 
  

現在までに、17回開催（外国33名、日本25名）	 

カナダ	 12名、米国	 9名、ドイツ	 4名、マレーシア	 3名、	 

オーストラリア	 2名、スペイン	 1名、イタリア	 1名、オランダ	 1名	 
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 さて、分子神経科学研究センターは、平成２１年（２００９年）３月に２回目の時限を迎えました。
執行部から、「全学的に神経難病研究者が結集できるような新しい仕組みを作ってほしい」という意見
も頂きました。これらを総合した結果、平成２１年４月に改組が行われ、神経難病研究推進機構・分子
神経科学研究センターとして、「神経難病研究を全面に打ち出し、サルを用いた研究など滋賀医大の特
色を生かした組織」として新たにスタートしました。神経難病研究推進機構には、「動物生命科学研究
センター」、「MR医学総合研究センター」をはじめとする学内の組織や、国内外の研究組織とも活発な
共同研究を行い、センターのみならず大学全体の神経研究の活性化と世界レベルの貢献を目指す意図が
込められています。 
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2004年（平成16年）４月１日に、全国の国立大学が一斉に独立行政法人化されました。この時、分子

神経科学研究センターの生体代謝解析分野が廃止され、新たにMR医学総合研究センターが設立されまし
た。 分子神経科学研究センターは分離独立したMR医学総合研究センターと今なお共同研究を続けてい
ます。  
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 神経難病推進機構・分子神経科学研究センターに改組されてからの主な業績を紹介します。まずは、
アルツハイマー病のＭＲ画像診断法の開発です。これまでにない試薬を開発し、特許出願や国際学術誌
で報告してきました。ここで開発された試薬には、滋賀医科大学発・滋賀県発の診断薬として、Shiga-X
あるいはShiga-Yという略称をつけて、国内外の学会等で発表しています。Shiga-XやShiga-Yの開発には、
滋賀県工業技術センターや地元企業にも加わって頂き、科学技術振興機構（JST）育成研究（３年間
90,000,000円）の支援を頂きました。現在では、科学研究費補助金から基盤研究（Ｂ）や新学術領域研
究、若手研究（Ｂ）の支援を頂き、研究を推進しています。この賞状は、第10回バイオビジネスコンペ
JAPANで奨励賞を頂いたときのものです。 
 
  

 

 

 
 
 現在、分子神経科学研究センターで行っている「神経難病研究プロジェクトを示しています。＜神経
難病を知る＞というスローガンの神経難病病因学分野（西村正樹准教授ほか）では、アルツハイマー病
の原因遺伝子であるプリセニリンの分子生物学的研究を行っています。＜神経難病を見つける＞という
スローガンの神経難病診断学分野（遠山育夫教授ほか）では、アルツハイマー病のＭＲ画像診断法の開
発や鼻粘膜を用いた認知症診断法の開発研究を行っています。＜神経難病を治す＞というスローガンの
神経難病治療学分野（漆谷真准教授ほか）では、ALSの免疫療法の研究で成果を上げています。＜神経
難病（モデル動物）をつくる＞というスローガンの神経難病モデルサル分野（守村敏史助教ほか）では、
動物生命科学研究センターや国立精神神経センターと共同でアルツハイマー病のトランスジェニックモ
デルザルの開発を行っております。さらに、来年１月からは、カナダ・ブリティッシュコロンビア大学
医学部精神科のSteven R Vincent教授を新しく特任教授として招へいし、更に国際化を推進したいと考
えています。 
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 分子神経科学研究センターでは、国外の研究者や留学生を積極的に受け入れているほか、毎年国際シ
ンポジウムを開催し、国際共同研究を推進しています。神経難病の解決のために、今後とも努力してい
く所存です。ご支援のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

分子神経科学研究センターでは、定期的に内外の研究者を招いた国際シンポジウムを開

催しています（現在までに17回）。また、オタワ大学やハルピン大学などと人的交流を

含めた共同研究を継続しています。	 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このほか、神経難病病因学分野では理化学研究所などとの共同研究によってAβ43の意義を解明し、
Nature Neuroscience誌に論文を発表しました。また、神経難病治療学分野では、カナダ・ラバル大学
との共同研究で、ワクチンをモデルマウスに投与することでALSの発症を遅らすことに成功し、米国科
学アカデミー紀要に報告しました。ALSの免疫療法の研究は、NHKや各新聞紙上で全国的に報道されま
した。 

神経難病研究の推進 
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滋賀医科大学分子神経科学研究センター 
創立25周年記念国際シンポジウム 

平成25年10月4日	  
ロイヤルオークホテル（滋賀県大津市） 

第二部	 ２５周年記念国際シンポジウム

および祝賀会  
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– Program – 
15:00       Opening Remarks :   Tadao Bamba (President and Dean, SUMS)  

           15:05       Welcome Remarks : Ikuo Tooyama (Director of MNRC, SUMS)

        Part I: Chemical Anatomy                         
         15:10 – 16:00

 “Nitric Oxide: from Magic Stain to Roles in Brain” 

                    Steven R Vincent 
 Professor, University of British Columbia 

         16:00 – 16:40 
 “Peripheral choline acetyltransferase: A new horizon in cholinergic mechanism”

 Hiroshi Kimura 
 Professor Emeritus, Shiga University of Medical Science 

 
           16:40 – 16:50                 <Break> 
 

        Part II: Alzheimer’s Disease   
           16:50 – 17:20 

 “Proteinopathy overlap in Alzheimer's disease”

 Haruhiko Akiyama 
 Project Leader, Tokyo Metropolitan Institute of Medical Science 

         17:20 – 17:50 
 “Shiga-Y is a potential diagnostic and therapeutic agent for  
   Alzheimer's disease”

 Ikuo Tooyama 
 Director of MNRC, Shiga University of Medical Science

17:50        Closing Remarks : Takanori Hattori (Vice President and Dean, SUMS)

 

The 25th Anniversary MNRC International Symposium

Contact with Ikuo Tooyama, TEL: 077-548-2330
                E-mail:  kinchan@belle.shiga-med.ac.jp
     Molecular Neuroscience Research Center (MNRC)
     Shiga University of Medical Science (SUMS)

October 4th, 2013 15:00-18:00
Royal Oak Hotel (23-1 Kayanoura, Otsu)

 

 

 
 

 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

	 

	 

	 

	 

【	 式次第	 】	 	 

	 
１.	 開会の挨拶：馬場	 忠雄	 学長	 

	 
２.	 乾	 	 杯	 ：柏木	 厚典	 病院長	 

	 
３.	 講	 	 演	 ：分子神経科学研究センターの25年間の歩み	 

遠山	 	 育夫	 センター長	 
	 

４.	 来賓祝辞	 ：	 

	 	 	 	 	 	 •木村	 	 宏	 	 名誉教授(前センター長)	 

	 	 	 	 	 	 •高橋	 良輔	 教授（京都大学臨床神経学教授、分子神経科学研究	 	 	 	 	 	 	 	 	 

センター客員教授）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 •竹内	 義博	 教授（滋賀医科大学小児科学講座教授、運営委員）	 

	 	 	 •Steven	 R.	 Vincent	 教授（ブリティッシュコロンビア大学教授）	 

	 	 	 •相坂	 	 明	 	 先生（あいさか小児科院長、卒業生代表）	 

	 

５.	 分子神経科学研究センターのメンバー紹介	 

	 	 •神経難病病因学分野	 西村	 正樹	 准教授	 

	 	 	 	 	 	 •神経難病治療学分野	 漆谷	 	 真	 准教授	 

	 	 	 	 	 	 •神経難病診断学分野	 遠山	 育夫	 教授	 

	 	 	 	 	 	 •神経難病モデルサル開発分野	 守村	 敏史	 助教	 

	 	 
６．歌曲披露	 ：Naomi	 Bisem,	 Liu	 Lei,	 Yang	 Mingchun	 

	 
７.	 閉会の挨拶：服部	 隆則	 副学長	 
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 馬場忠雄学長の開会挨拶  Steven R. Vincent教授による講演 
 

       
 木村宏名誉教授による講演 秋山治彦先生による講演 
 

    
 遠山育夫センター長による講演 服部隆則副学長の閉会挨拶 

シンポジウムは、馬場忠雄学長の開会の挨拶、遠山育夫センター長の歓迎の挨拶に引き続き、第1部は
Chemical Anatomyをテーマに、カナダ・ブリティッシュコロンビア大学のSteven R. Vincent教授と前
センター長の木村宏本学名誉教授にご講演いただきました。第2部はAlzheimer’s Diseaseをテーマに、
東京都医学総合研究所プロジェクトリーダー秋山治彦先生と遠山育夫センター長による講演が行われま
した。	 参加者は72名で、最新の知見に熱心に耳を傾けるとともに、活発な討議を行いました。最後に
服部隆則副学長から閉会の挨拶があり、盛会のうちに終了しました。	 また、シンポジウム終了後には、
参加者全員での記念写真の撮影、そして創立25周年記念祝賀会を開催しました。  
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2009年度配分額	 (総額) 

A. 科学研究費(文部科学省)                                 

(1) 科学研究費 基盤研究(B): 2007-2009 (遠山) “高磁場MR装置を用いたパーキンソン病の画像診断法
の開発”   3,900,000円 (17,290,000円) 

(2) 科学研究費 基盤研究(B): 2007-2009 (漆谷) “筋委縮性側索硬化症モデルマウスの免疫療法とミクロ
グリアの病態解析についての研究”  3,770,000円 (15,860,000円) 

(3) 科学研究費 基盤研究(B): 2008-2010 (木村) “ヒト末梢型コリン神経系の機能形態学的研究”                                            
      4,290,000円 (10,400,000円) 

(4) 科学研究費 若手研究(B): 2008-2009 (J.P. Bellier) “コリン作動性神経による後根神経節における侵
害受容性刺激伝達の調節機能”   1,560,000円 (4,290,000円) 

(5) 科学研究費 若手研究(B): 2008-2009 (牧野) “伴性劣性ジストニアパーキンソニズズムの原因遺伝子
N-TAF1に関する機能解析”  2,080,000円 (2,896,000円) 

(6) 科学研究費 基盤研究(A): 2007-2009 (遠山) “サルの統合失調症モデルの作出と統合失調症に対す
る神経幹細胞脳内移植療法の開発”  2,600,000円 (8,200,000円)                                                 

B.   厚生労働省 

(1) 難治性疾患克服費: 2008-2009 (漆谷) “筋委縮性側索硬化症の病態に基づく画期的治療法の開発”  

  1,100,000円 (3,300,000円)  

C.   独立行政法人科学技術振興機構 (JST) 

(1) 育成研究:2007-2009 (遠山) “アルツハイマー病の新規MR画像診断薬の開発”  
 30,000,000円 (90,000,000円) 

D.   独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO) 

(1) 知的基盤事業:2008-2009 (遠山) “脳内金属イオン濃度測定方法の開発”  

 6,090,000円 (12,456,000円) 

E.   独立行政法人医薬基盤研究所 

 (1)受託研究:2009 (西村) “セクレターゼ阻害薬・修飾薬開発のための新たなターゲット開拓とモデル動
物作製に関する研究”   16,000,000円 (16,000,000円) 

 
  

研究経費（2009年）  
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1. ミスフォールド蛋白質による神経細胞死と治療戦略. 守村敏史，高橋良輔，漆谷 真.遺伝子医学MOOK別冊「細
胞死研究の今－疾患との関わり、創薬に向けてのアプローチ」. 2013, 44-51. 

2. 漆谷 真:「嗜銀顆粒性認知症」認知症ハンドブック．中島健二、天野直二、下濱 俊、冨本秀和、三村 將 編．
医学書院，東京，2013．（印刷中） 

3. 漆谷 真:「ALSにおけるワクチン・抗体療法の開発」アクチュアル脳・神経疾患の臨床『すべてがわかる筋
萎縮性側索硬化症・運動ニューロン疾患』辻 省次、祖父江 元 編．中山書店，東京，2013 （印刷中）。 

4. 木村 宏, Bellier JP, 木村 新: コリンアセチルトランスフェラーゼの局在と機能. Clinical Neuroscience, 30 (6) : 
622-26, 2012 

5. 西村正樹:γセクレターゼ複合体に作用しAβ産生を制御する内在性タンパク質．Dementia Japan 26(1): 44-50, 
2012 
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7. 漆谷 真: 変異SOD1タンパク質によるALSの病態機序. 脳21「筋萎縮性側索硬化症(ALS)の基礎研究」. 15; 9-15, 
2012 

8. 漆谷 真: 筋萎縮性側索硬化症の免疫療法. 炎症と免疫「神経免疫の新展開」. 11月号, 2011, 19; 557-563 

9. 大野美樹、漆谷 真: 神経変性疾患に対する免疫療法の現状 細胞工学「脳内免疫システム」. 10月号, 30; 
1054-1059, 2011 

10. アルツハイマー病診断のための新規ＭＲ造影剤の開発, 神戸医師会報 1２月号 51-57, 2011 

11. 西村正樹: Nicastrin．「認知症学（上）—その解明と治療の最新知見—」日本臨床 69巻 増刊号8  115-118, 2011. 

12. 遠山育夫、柳沢大治郎: グルタミン酸神経伝達 「認知症学（上）—その解明と治療の最新知見—」日本臨
床 69巻 増刊号8  214-218, 2011. 

13. 西村正樹: アルツハイマー病に対するメマンチン治療. 医事新報 4537: 62-63, 2011. 

14. 漆谷 真: 免疫療法によるALSの分子標的治療. 医学のあゆみ「ALS Update」235; 255-260, 2010. 

15. 漆谷 真: TDP-43の異所性局在機構. 最新医学「神経変性疾患におけるTDP-43」65; 1588-1596, 2010. 

16. 漆谷 真: 家族性ALSマウスモデルの免疫療法. 実験医学増刊号「脳神経系の情報伝達と疾患」 28, 799-807, 
2010. 

17. 遠山育夫, 田口弘康, 柳沢大治郎, 森川茂廣: MRI用トレーサー. Cognition and Dementia 9: 287-293, 2010. 

18. 遠山育夫: アルツハイマー病におけるベータアミロイドペプチドのクリアランス機構. 老年期痴呆研究会誌 
15：82-84, 2010. 

19. 西村正樹: γセクレターゼRIPの制御と機能. 脳21 13: 39-45, 2010. 

20. 漆谷 真: 筋萎縮性側索硬化症に対するワクチン・抗体療法の展望. 難病とケア 15: 35-39, 2009. 

21. 長谷川浩史, 西村正樹: アルツハイマー病研究の最新知見. 脳神経外科速報 19: 791-799, 2009. 

22. 遠山育夫 , 田口弘康 , 雨坪知音 , 森川茂廣 : 動物モデルを使った高磁場MRIによる認知症診断の可能性 . 
Cognition and Dementia 8: 121-125, 2009. 
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2011年度配分額 (総額) 

A. 科学研究費 (文部科学省) 

(1) 科学研究費 基盤研究(B): 2010-2013 (遠山；代表) “19F-MRIによるアミロイドイメージング法の開発” 
  3,400,000円 (14,730,000円) 

(2) 科学研究費 挑戦的萌芽研究: 2011-2012 (遠山；代表) “クルクミン系化合物を利用したアルツハイマ
ー病の血液診断法の開発”  1,700,000円 (2,900,000円) 

(3) 科学研究費 基盤研究(B): 2011-2013 (漆谷；代表) “ALS発症に関わるTDP-43分子内標的の同定と抗
体医療への応用研究”  5,500,000円 (15,400,000円) 

(4) 科学研究費 基盤研究(C): 2011-2013 (西村；代表) “アミロイド前駆体C99をターゲットとしたアルツ
ハイマー病治療戦略の開発”  1,500,000円 (5,100,000円) 

(5) 科学研究費 基盤研究(C): 2011-2013 (長谷川；代表) “新規βアミロイド産生調節蛋白の機能解析”
 1,700,000円 (5,330,000円) 

(6) 科学研究費 挑戦的萌芽研究: 2010-2011 (漆谷；代表) “TDP-43分子の構造的ゆらぎに着目した筋委
縮性側索硬化症の新たな病態探索”   1,300,000円 (2,800,000円) 

(7) 科学研究費 若手研究(B): 2010-2011 (J.P. Bellier；代表) “CGH1阻害剤の鎮痛機序の検討”  
 1,200,000円 (3,280,000円) 

(8) 科学研究費 若手研究(B): 2010-2011 (牧野；代表) “遺伝性ジストニアDYT3の原因遺伝子N-TAF1に
関する神経細胞特異的機能の解明”  1,400,000円 (3,480,000円) 

(9) 科学研究費 特別研究員奨励費: 2009-2011 (Abdelalim, 遠山；代表) “ES細胞におけるナトリウム利
尿ペプチドの役割の解明”  600,000円 (2,100,000円) 

(10) 科学研究費 特別研究員奨励費: 2011-2013 (柳沢, 遠山；代表) “ケト・エノール互変異性を利用した
アルツハイマー病診断薬および治療法の開発”  800,000円 (2,400,000円) 

(11) 科学研究費 新学術領域研究 (計画研究班) 2011-2015 “タンパク分解系障害による脳内環境変調と
神経変性メカニズム(高橋良輔代表)” (漆谷；分担)   10,000,000円 (42,000,000円) 

(12) 科学研究費 基盤研究(B):2011-2014 (松尾；分担) “アルツハイマー病モデルサル、脳におけるヒト
変異型APP強制発現と老人斑形成”  400,000円 (1,600,000円) 

(13) 科学研究費 基盤研究(B):2011-2014 (西村；分担) “アルツハイマー病モデルサル、脳におけるヒト
変異型APP強制発現と老人斑形成”   400,000円 (1,600,000円) 

(14) 科学研究費 基盤研究(C):2010-2012 (松尾；分担) “中隔・海馬コリン投射系の投射様式と変性過程
の解析”  150,000 円 (500,000 円) 

B. 厚生労働省 

(1) 難治性疾患克服研究事業: 2011-2013 (漆谷；分担) “神経変性研究に関する調査研究班”  
 1,400,000円 (4,200,000円) 

C. 独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 

(1) 精神神経疾患研究開発事業:2010-2012 (漆谷；分担) “難治性ニューロパチーの診断技術と治療法の開
発に関する研究”                                      600,000円 (2,000,000円) 

D. 独立行政法人 科学技術振興機構 (JST) 

(1) 研究成果最適展開支援事業 (A-STEP) 2011 (田口；代表) “可溶性アミロイドオリゴマーを検出するア
ルツハイマー病診断キットの開発”  1,700,000円 (1,700,000円) 

(2) 研究成果最適展開支援事業 (A-STEP) 2011 (西村；代表) “アミロイドβ産生の中間産物APP-C99をタ
ーゲットとしたアルツハイマー病の治療法開発と創薬研究”   1,700,000円 (1,700,000円) 

研究経費（2011年）  
 

 

 
 

2010年度配分額 (総額) 

A. 科学研究費(文部科学省) 

(1) 科学研究費 基盤研究(B): 2010-2013 (遠山) “19F-MRIによるアミロイドイメージング法の開発”                                                                         
  5,330,000円 (14,730,000円) 

(2) 科学研究費 挑戦的萌芽研究: 2010-2011 (漆谷) “TDP-43分子の構造的ゆらぎに着目した筋委縮性側
索硬化症の新たな病態探索” 1,500,000円 (2,800,000円)  

(3) 科学研究費 基盤研究(B): 2008-2010 (木村) “ヒト末梢型コリン神経系の機能形態学的研究”                                            
  1,170,000円 (11,570,000円) 

(4) 科学研究費 若手研究(B): 2010-2011 (J.P. Bellier) “CGH1阻害剤の鎮痛機序の検討”      
 2,080,000円 (3,280,000円) 

(5) 科学研究費 若手研究(B): 2010-2011 (牧野) “遺伝性ジストニアDYT3の原因遺伝子N-TAF1に関する
神経細胞特異的機能の解明”                        2,080,000円 (3,480,000円) 

(6) 科学研究費 特別研究員奨励費: 2009-2011 (遠山) “ES細胞におけるナトリウム利尿ペプチドの役割
の解明”     900,000円 (1,500,000円) 

(7) 科学研究費 基盤研究(A):2010-2012  (漆谷) "TDP-43過剰発現による弧発性ALSのサルモデル作成" 
  1,000,000円 (3,000,000円) 

B. 厚生労働省 

(1) 難治性疾患克服費: 2008-2010 (漆谷) “筋委縮性側索硬化症の病態に基づく画期的治療法の開発” 
 1,100,000円 (3,300,000円)  

C. 独立行政法人 日本科学技術振興機構 (JST) 

(1) 研究成果最適展開支援事業フィージビリティスタディ可能性発掘タイプシーズ顕在化: 2010 (遠山) 
“ウイルソン病治療薬の開発”  4,095,000円 (7,995,000円) 

D. 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO) 

(1) 知的基盤事業:2008-2010 (遠山) “脳内金属イオン濃度測定方法の開発”   5,303,000円 (17,759,000円) 

E. 独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 

(1) 精神神経疾患研究開発事業:2010-2012 (漆谷)  “難治性ニューロパチーの診断技術と治療法の開発に
関する研究” 700,000円 (2,100,000円) 

           

  

研究経費（2010年）  
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2012年度配分額 (総額) 

A. 科学研究費 (文部科学省) 

(1) 科学研究費 新学術領域（計画研究）: 2012-2015  (漆谷：分担代表) “タンパク分解系障害による脳
内環境変調と神経変性メカニズム” (高橋良輔代表)  8,000,000円 (42,000,000円) 

(2) 科学研究費 新学術領域（公募研究）:2012-2013（遠山：分担代表）“フッ素MR画像法と光画像法
によるアミロイドオリゴマーのin vivo病態解析” (高橋良輔代表)    4,500,000円 (9,000,000円) 

(3) 科学研究費 基盤研究(B): 2010-2013 (遠山；代表) “19F-MRIによるアミロイドイメージング法の開発”                  
 3,400,000円 (14,730,000円) 

(4) 科学研究費 基盤研究(B): 2011-2013 (漆谷；代表) “ALS発症に関わるTDP-43分子内標的の同定と抗
体医療への応用研究”                        5,800,000円 (15,400,000円) 

(5) 科学研究費 基盤研究(C): 2011-2013 (西村；代表) “アミロイド前駆体C99をターゲットとしたアルツ
ハイマー病治療戦略の開発”                     1,300,000円 (5,100,000円) 

(6) 科学研究費 基盤研究(C): 2011-2013 (長谷川；代表) “新規βアミロイド産生調節蛋白の機能解析” 

 1,000,000円 (2,600,000円) 

(7) 科学研究費 基盤研究(C):2012-2014 (松尾；代表) “アセチルコリン合成酵素の細胞核内機能の解明”                                         
 2,20,000円 (4,100,000円) 

(8) 科学研究費 基盤研究(C): 2011-2014 (守村；代表) “食品成分由来オートファジー誘導物質の単離及
び臨床応用に関わる研究”                        1,200,000円 (5,300,000円) 

(9) 科学研究費 基盤研究(C): 2012-2014 (Jean-Pierre Bellier；代表) “テトラビオプテリンの代謝経路とコ
リン作動性阻害剤の鎮痛機序”                 1,300,000円 (3,800,000円) 

(10) 科学研究費 挑戦的萌芽研究: 2011-2012 (遠山；代表) “クルクミン系化合物を利用したアルツハイマ
ー病の血液診断法の開発”                1,700,000円 (5,330,000円) 

(11) 科学研究費 基盤研究(B):2011-2014 (松尾；分担) “アルツハイマー病モデルサル、脳におけるヒト
変異型APP強制発現と老人斑形成”                           400,000円 (1,600,000円) 

(12) 科学研究費 基盤研究(B):2011-2014 (西村；分担) “アルツハイマー病モデルサル、脳におけるヒト
変異型APP強制発現と老人斑形成”                           400,000円 (1,600,000円) 

(13) 科学研究費 基盤研究(C):2010-2012 (松尾；分担) “中隔・海馬コリン投射系の投射様式と変性過程
の解析”  100,000 円 (400,000 円) 

(14) 科学研究費 基盤研究(C):2010-2012 (西村；分担) “新規 βアミロイド産生調節蛋白の機能解析”  
 500,000 円 (1,500,000 円) 

(15) 科学研究費 基盤研究(B):2012-2014 (漆谷；分担)“イヌの変性性脊髄症における神経変性メカニズム
の解明と抗体療法の前臨床試験”                                  500,000円 (1,500,000円) 

(16) 科学研究費 基盤研究(C):2012-2014 (遠山；分担)“基本転写因子 TAF1 が関与する転写障害と神経変
性の研究”                                   980,000 円 (1,280,000 円) 

B. 厚生労働省 

(1) 難治性疾患克服研究事業: 2011-2013 (漆谷；分担) “神経変性研究に関する調査研究班”  
  1,400,000円 (4,200,000円) 

C. 独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 

(1) 精神神経疾患研究開発事業:2010-2015 (漆谷；分担) “難治性ニューロパチーの診断技術と治療法の開
発に関する研究”                                      700,000円 (4,000,000円) 

  

研究経費（2012年）   
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1) 第10回バイオビジネスコンペJAPAN奨励賞： 遠山育夫（滋賀医科大学）・柳沢大治郎
（JST）、バイオビジネスコンペJAPAN実行委員会（大阪府、大阪商工会議所ほかで構
成）、ケト・エノール互変異性を利用したアルツハイマー病の新規診断薬（平成22年2
月10日）。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2) 遠山育夫センター長が、ハルピン医科大学（附属第一病院）から、名誉教授の称号を
授与されました（平成22年7月18日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3) 赤津裕康客員准教授（福祉村病院）が、第２回日本認知症予防学会で浦上賞を受賞し
ました（平成24年9月7日）。 

受賞演題	 赤津裕康、福原崇臣、清水志乃、南條俊文、亀島直子、栗原リナ、山本孝之、

橋詰良夫、清水猛史、遠山育夫「ヒト鼻粘膜でのAβ解析と臨床補助診断の検討」 
 
 

4) 大学院生の楊宏寛君が、第39回日本脳科学会で研究奨励賞を受賞しました（平成24
年10月6日）。 

	 受賞演題	 楊	 宏寛、楊	 銘春、遠山育夫：「アルツハイマー病脳におけるミトコンド

リアフェリチンの発現とその機能的意義」 
 

 

学会賞など（2009年～）  
 

 

 
 

  2013年度配分額 (総額) 

A. 科学研究費 (文部科学省) 

(1) 科学研究費 新学術領域（計画研究）: 2012-2015  (漆谷：分担代表)“タンパク分解系障害による脳
内環境変調と神経変性メカニズム” (高橋良輔代表)  8,000,000円 (42,000,000円) 

(2) 科学研究費 新学術領域（公募研究）:2012-2013（遠山：分担代表）“フッ素MR画像法と光画像法
によるアミロイドオリゴマーのin vivo病態解析” (高橋良輔代表)    4,500,000円 (9,000,000円) 

(3) 科学研究費 基盤研究(B): 2010-2013 (遠山；代表)  “19F-MRIによるアミロイドイメージング法の開
発”   2,600,000円 (14,730,000円) 

(4) 科学研究費 基盤研究(B): 2011-2013 (漆谷；代表)  “ALS発症に関わるTDP-43分子内標的の同定と
抗体医療への応用研究”   4,100,000円 (15,400,000円) 

(5) 科学研究費 基盤研究(C): 2011-2013 (西村；代表)  “アミロイド前駆体C99をターゲットとしたアル
ツハイマー病治療戦略の開発” 1,200,000円 (5,100,000円) 

(6) 科学研究費 基盤研究(C): 2011-2013 (長谷川；代表) “新規βアミロイド産生調節蛋白の機能解析”  
 900,000円 (2,600,000円) 

(7) 科学研究費 基盤研究(C):2012-2014 (松尾；代表) “アセチルコリン合成酵素の細胞核内機能の解明”
 1,300,000円 (4,100,000円) 

(8) 科学研究費 基盤研究(C): 2011-2014 (守村；代表) “食品成分由来オートファジー誘導物質の単離及
び臨床応用に関わる研究”  1,200,000円 (5,300,000円) 

(9) 科学研究費 基盤研究(C): 2012-2014 (Jean-Pierre Bellier；代表) “テトラビオプテリンの代謝経路とコ
リン作動性阻害剤の鎮痛機序”   1,700,000円 (3,800,000円) 

(10) 科学研究費 若手研究(B):2013-2014 (柳沢大治郎；代表) “フッ素MRIによるアルツハイマー病脳病変
の統合的評価法の開発”  1,800,000円 (3,200,000円) 

(11) 科学研究費 基盤研究(B):2011-2014 (西村；分担) “アルツハイマー病モデルサル、脳におけるヒト
変異型APP強制発現と老人斑形成” 400,000円  

(12) 科学研究費 基盤研究(B):2012-2014 (漆谷；分担) “イヌの変性性脊髄症における神経変性メカニズ
ムの解明と抗体療法の前臨床試験”  300,000 円 

(13) 科学研究費 基盤研究(C):2012-2014 (遠山；分担) “基本転写因子 TAF1 が関与する転写障害と神経変
性の研究”               480,000 円  

(14) 科学研究費 基盤研究(C):2013-2015 (遠山；分担) “鼻腔アミロイドベータ検出によるアルツハイマ
ー病の早期診断法の開発”   230,000 円  

B. 厚生労働省 

(1) 難治性疾患克服研究事業: 2011-2013 (漆谷；分担) “神経変性研究に関する調査研究班”   
  1,400,000円 

C. 独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 

(1) 精神神経疾患研究開発事業:2010-2015 (漆谷；分担) “難治性ニューロパチーの診断技術と治療法の開
発に関する研究”        	 	 500,000円  

	 	 

研究経費（2013年）  
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1）日本経済新聞（平成21年9月28日朝刊） 
「アルツハイマー病早期診断に道	 脳の画像診断用薬剤」	  
2）日経産業新聞（平成21年9月28日朝刊） 
「2030年への挑戦	 次世代産業技術	 アルツハイマー病早期診断	 上」 

	 

	 

新聞報道等（2009年～）  
 

 

5）柳沢大治郎助教が、第24回脳循環代謝学会総会においてYoung Investigator awardを受賞しま
した（平成24年11月8日）。受賞題名	 柳沢大治郎「フッ素（19F）MRIを用いたアルツハイマ
ー病モデルマウスにおける脳内アミロイド斑の検出」 

 

 
 

6）遠山センター長が平成２４年度科学研究費補助金の優秀審査員に選ばれ日本学術振興会か
ら表彰されました（平成24年11月21日）。 

 

 
 

 
7) 大学院生の関宏鵬君が、第29回滋賀医科大学シンポジウムで若鮎賞を受賞しました（平成25
年2月28日）。 
	 受賞演題: Identification of ACDP as a new therapeutic target for Alzheimer’s disease 

 
 

8) 特別研究学生（現大学院生）の流荔君が、第40回日本脳科学会で研究奨励賞を受賞しました
（平成25年9月28日）。 
	 受賞演題 関宏鵬,	 楊宏寛、楊銘春、劉子儀、超世光、遠山育夫：「ヒトミトコンドリアフ
ェリチンのモノクローナル抗体の作製」 
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２０１１年１０月６日 	 ケニア医学研究所MMppookkee所長、SSoonnggookk先生、NNaaoommii 	 BBiisseemm大学院生の母校ナイロビ大

学医学部OOmmwwaannddhhoo教授が、分子神経科学研究センターを訪問しました。 	 

 	 

 
 
２０１１年１１月１１日 	 マレーシア国民大学のRaymond Azman Ali 教授、Musalmah Mazlan 教授、
Norzilawati Mohd Naim 准教授が、分子神経科学研究センターを訪問しました。 
 

 
 
２０１２年１１月７日 	 遠山センター長とケニアからの留学生のNNaaoommii 	 BBiisseemmさんが、ケニア・ナイロビ大学、

ケニア中央医学研究所と滋賀医大の姉妹校締結の記念行事に参加しました。 
 

 
 
２０１２年１１月１６日 	 マレーシア高等教育省の四年間の支援を受け、マレーシア国民大学と分子神経科学

研究センターによる高齢者医療に関する国際共同研究を開始することになり、マレーシア国民大学から３名の

先生をお迎えし、共同研究に関する会議を開催致しました。 
 

 

国際交流（2011年〜）  
 

 

3) 日経産業新聞（平成22年9月27日）	 
「アルツハイマー病の発症物質	 たんぱく質で産生抑制」 
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The 7th MNRC international symposium, Feb 21, 2002 

"Prospect of MR Research in Biomedicine –New Dimensions of Clinical Tools” 
Guest speakers: Dr. R.E. Lenkinski (Harvard School of Medicine, USA) 

Dr. S. Cerdan (Instituto de Investigaciones Biomedicas, Spain) 
Dr. S.G. Hushek (Norton Hospital, USA) 
Dr. J. Murashita (Shiga University of Medical Science) 
Dr. M. Suzuki (Shiga University of Medical Science) 
Dr. Y. Nishida (Shiga University of Medical Science) 
Dr. Y. Kurumi (Shiga University of Medical Science) 
Dr. M. Seto (Shiga University of Medical Science) 

Host speakers: T. Inubushi (MNRC) 
S. Morikawa (MNRC) 

 
The 8th MNRC international symposium, Sep 14, 2003 

"Peptide and Protein Sciences in the Postgenomic Era” 
Guest speakers: Dr. PL. McGeer (University of British Columbia, Canada) 

Dr. M. Kunimatsu (Nagoya University, Japan) 
Host speaker: A. Matsuo (MNRC) 

 
The 9th MNRC international symposium, Aug 24, 2004 

“Neural Structure and Function” “In Celebration of the 30th Anniversary of SUMS” 
Guest speakers: Shinichi Nakagawa (RIKEN Kobe Institute, Japan) 

Dr. Kathleen Rockland (RIKEN Wako Institute, Japan) 
Dr. Uel J McMahan (Stanford University, USA) 
Dr. John Furness (University of Melbourne, Australia) 

Host speakers: Naoaki Saito (MNRC/Kobe University, Japan)  
   A. Matsuo (MNRC) 
   Mohamed Elnasharty (MNRC, Japan/Egypt) 

 
The 10th MNRC international symposium, Dec 18, 2006 

“Acetylcholine in the peripheral nervous system” 
Guest speaker: Dr. Gabriella Augusti-Tocco (University of Rome La Sapienza, Italy) 
Host speaker: H. Kimura (MNRC) 

 
The 11th MNRC international symposium, Feb 20, 2009 

“Neurodegenerative Disorders” 
Guest speakers: Dr. Gordon W Arbuthnott (Okinawa Institute of Science and Technology) 

Dr. Kheira Jolin-Dahel (University of Ottawa, Canada) 
Dr. Sarah Schock (University of Ottawa, Canada) 

Host speaker: M. Urushitani (MNRC) 
 

The 12th MNRC international symposium, Jun 24, 2009 

“Functional Analysis of Neural Network - from cell to the Brain” 
Guest speaker: Dr. William Staines (University of Ottawa, Canada) 
Host speaker: H. Kimura (MNRC) 

 
The 13th MNRC international symposium, Sep 10, 2010 

“How to direct therapeutic strategies in ALS” 
Guest speakers: Albrecht Clement (University of Mainz, Germany) 

Dr. Ryo Kitahara (Ritsumeikan University)  
Dr. Janice Robertson (University of Toronto, Canada) 
Dr. Koji Yamanaka (RIKEN Brain Science Institute)  

 

 

 
 

 
 
Since 2000, we have held annual international symposia aiming at contributing to the development in 

neuroscience research by further international collaborations. 
 

The 1st MNRC international symposium, Oct 2, 2000 

"Molecular Biology of Neurodegenerative Diseases" 
Guest speakers: Dr. P. H. St George-Hyslop (University of Toronto, Canada) 

Dr. S. Tsuji (Niigata University, Japan) 
Dr. R. Takahashi (RIKEN Brain Science Institute, Japan) 

Host speaker: I. Tooyama (MNRC) 
 

The 2nd MNRC international symposium, Nov 21, 2000 

"Recent Advances in Neuroscience" 

Guest speakers: Dr. H. W. M. Steinbusch (University of Maastricht, Netherlands) 
Dr. S. Mori (National Institute of Physiological Sciences, Japan) 
Dr. J. I. Nagy (University of Manitoba, Canada) 

Host speaker: H. Kimura (MNRC) 
 

The 3rd MNRC international symposium, Oct 9, 2001 

"Alzheimer's disease: towards the elucidation of the pathological process" 
Guest speakers: Dr. K. Tanaka (Kyoto Pharmaceutical University, Japan) 

Dr. T. Kawamata (Kobe University, Japan) 
Dr. K. Duff (New York University, U.S.A.) 

Host speaker: O. Yasuhara (MNRC) 
 

The 4th MNRC international symposium, Mar 4, 2002 

"Cholinergic Mechanisms in the Enteric Nervous System" 

Guest speakers: Dr. J. B Furness (University of Melbourne, Australia) 
Dr. Y. Tache (University of California, U.S.A.) 
Dr. A. Brehmer (University of Erlangen-Nürnberg, Germany) 
Dr. T. Powley (Purdue University, U.S.A) 
Dr. R. Phillips (Purdue University, U.S.A) 

 
The 5th MNRC international symposium, Oct 7, 2002 

"Mechanism of neuron survival and death" 
Guest speakers: Dr. K. Nishi (Shiga University of Medical Science) 

Dr. M. Yasuhara (Kyoto Prefectural University of Medicine) 
Dr. W. Staines (University of Ottawa, Canada) 
Dr. N. von Wurmb-Schwark (Kiel University, Germany) 
Dr. M. Oehmichen (Lübeck University, Germany) 

Host speaker: Petra Minnash (MNRC) 
 

The 6th MNRC international symposium, Nov 15, 2002 

"Developments in MR-Guided Minimally Invasive Surgery" 

Guest speakers: Dr. Y. Kurumi (Shiga University of Medical Science) 
Dr. E. Kumamoto (Kobe University, Japan) 
Dr. N. Hata (Tokyo University, Japan) 
Dr. F.A. Jolesz (Harvard Medical School, USA) 

Host speaker: S. Morikawa (MNRC) 

International Symposium 
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研究成果の社会還元や社会貢献のために一般市民を対象とした教養講座「認知症と関連する脳の病気」

を開催しています。	 

	 

第9回滋賀医科大学	 教養講座	 「認知症と関連する脳の病気」 
 
 開催日  2010年6月26日 (June 26, 2010) 
 時間  14:00～16:00 
 会場  滋賀医科大学看護学科棟1階	 看護第1講義室 
 受講者数 110名 

 
 

「認知症の種類と見分け方 : 認知症を疑ったら」 
 遠山	 育夫	 滋賀医科大学	 分子神経科学研究センター	 教授 

「アルツハイマー病 : 脳に起こること、それを治すには」 
 西村	 正樹	 滋賀医科大学	 分子神経科学研究センター	 准教授 

「難病ALSはここまでわかった～認知症研究のもたらした光明～」 
 漆谷	 真	 	 滋賀医科大学	 分子神経科学研究センター	 准教授 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

公開講座  / Public Lecture 
 

 

Host speaker: Makoto Urushitani (MNRC)  

 
The 14th MNRC international symposium, Feb 23, 2012 

“New insights into the treatment of neurological diseases” 
Guest speakers: Dr. Joseph S Tauskela (University of Ottawa, NRC, Canada) 

Dr. Thomas G Beach (Banner Sun Health Institute, USA) 
Dr. Yoshihiro Konishi (National Hospital Organization, Tottori Medical Center, 
Japan) 

Host speaker: Ikuo Tooyama (MNRC)  
Hongkuan Yang (MNRC, and Harbin Medical University, China) 

 
The 15th MNRC international symposium, Nov 13, 2012 

“New avenue for developing disease-modifying therapies of Alzheimer's disease: 
Reassessment of Amyloid-β as the primary target” 

Guest speakers: Dr. Paul Fraser (University of Toronto, Canada) 
Dr. Hiroshi Mori (Osaka City University, Japan) 
Dr. Etsuro Matsubara (Hirosaki University, Japan) 
Dr. Toshiharu Suzuki (Hokkaido University, Japan) 

Host speaker: Masaki Nishimura (MNRC)  
Lei Liu (MNRC) 

 
The 16th MNRC international symposium, Nov 16, 2012 

“Initial Meeting for international collaborative study between Universiti Kebangsaan 
Malaysia and Shiga University of Medical Science on cognitive functions in aged 
people” 
Guest speakers: Dr. Musalmah bt Mazlan (Universiti Kebangsaan Malaysia) 

Dr. Wan Zurinah Wan Ngah (Universiti Kebangsaan Malaysia) 
Dr. Hamzaini bin Abdul Hamid (Universiti Kebangsaan Malaysia Medical 

Center, Malaysia)  
Host speaker: Akihiko Shiino (Biomedical MR Science Center, Shiga University of Medical Science)  

 
The 17th MNRC International symposium, Oct 4, 2013  

“The 25th Anniversary MNRC International Symposium” 
Guest speakers: Dr. Steven R Vincent (University of British Columbia) 

Dr. Hiroshi Kimura (Shiga University of Medical Science, Japan) 
Dr. Haruhiko Akiyama (Tokyo Metropolitan Institute of Medical Science, Japan)  

Host speaker: Ikuo Tooyama (MNRC)  
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第12回滋賀医科大学	 教養講座	 	 「認知症って、なに？－正しい知識を学びませんか？」	 

 
 開催日  2013年7月6日 (July 6, 2013) 
 時間  14:00～16:00 
 会場  滋賀医科大学看護学科棟1階	 看護第1講義室 
 受講者数 96名 

 
 
「認知症はどういう病気かーその種類ー」	 

 椎野	 顕彦	 滋賀医科大学	 MR医学総合研究センター	 准教授 

「アルツハイマー病の予防と治療法について」 
 遠山	 育夫	 滋賀医科大学	 分子神経科学研究センター	 教授 
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